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 ※上記以外の正会員で太鼓部会の趣旨に賛同される方  17 

ただし、入会１年未満の会員は義務参加。 18 

 19 

【基本方針】 20 

我々、都城青年会議所メンバーは、太鼓部会と聞いてどのようなイメージを持っている21 

でしょうか。「定期的に集まって練習をしている。式典などで目にしたことがある。演奏が22 

難しそう。青年会議所太鼓は伝統がある。」など、色々なイメージを持たれていると思いま23 

す。しかし、そのことを実際に体験し、体感しているメンバーはそう多くありません。さ24 

らに現状としては、コロナ禍で直接的な活動が希薄となり、練習から距離を置いているメ25 

ンバーも多くいます。太鼓部会は我々の先輩諸兄が長年築き上げた歴史ある活動です。そ26 

してこの歴史を更に引継いでいくためには、演奏技術大小に限らず、まずはより多くのメ27 

ンバーが太鼓演奏に臨むことこそが必要です。 28 

 29 

そこで、今年度の太鼓部会は更なる部会活動への参加率の向上を目指し、まずは練習活30 

動への理解拡大に努めます。すでに太鼓を叩ける人を含め、まだ太鼓演奏を知らないとい31 

う人にも、練習活動の周知を徹底し、練習への参加機会の最大化に努めます。そして、実32 

際の練習活動の状況も併せて周知し、更なる参加者の拡大につなげます。また、練習活動33 

の内容も技術の向上を目的とした練習と併せて、初めてのメンバーに対する上級者メンバ34 

ーからの初心者への練習にも重点を置いた活動に力を入れます。 35 



 36 

このような活動によって、太鼓演奏の可能なメンバーの拡大、更に演奏技術の大小に関37 

わらずメンバー同士のコミュニケーションの輪が広がり、更なる部会活動の活性化にもつ38 

ながると確信しております。 39 

 40 

【事業計画】 41 

１． 部会メンバーの練習活動への理解拡大と練習参加率の向上 42 

２． 部会メンバーの太鼓演奏可能メンバーの拡大 43 

３． 部会メンバーの練習を通した更なるコミュニケーションの活性化 44 

４． 盆地まつりや焼き肉カーニバル会場での舞台演奏 45 


